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活を送るためには今から、趣味を持って育て
ていくことが必要と思います。
同期のなかま　21期は同期の岩島さんの御
家族が所有されている式根島の別荘で夏に皆
さんで宿泊して釣りをしたり、歌を歌ったり、
お酒を飲んだりする会が長い間続きました。
また雫の会という飲み会を松田さん、荻野さ
ん、他の方を加えて毎年行っています。参加
者は21期に限っておりませんので参加をご希
望の方はご連絡いただければ案内を差し上げ
ます。
余計な一言、我が家には今猫が五匹います。
表で養っている猫が1匹にそのおこぼれをい
ただいている猫が2、3匹います。捨てられた
ねこが子供を産み、放っておけば野良猫が増
えるばかりなので、やむなく捕まえて避妊手
術を受けさせたところ、家にいついてしまっ
た猫たちです。前いた猫が、20年以上生きま
した。最後に家に来た猫が現在3歳なので、
私が平均寿命まで健康に生きれば、終わりま
で面倒を見られると思いますが、この後に猫
が来ると終わりまで面倒は見られません。こ
れ以上は引き受けられないと思います。お願
いだから猫を捨てないでと思います。
2008年 に バ イ オ メ デ ィ カ ル カ リ キ ュ ラ ム
（BMC）を卒業してから、ちょうど10年が経過
しました。入学式で岡野先生から「新しい医
療機器を開発するためには、医療を深く知ら
なければならない。BMCは医学部6年間分の
医療知識を10ヶ月間に凝縮させた講義、頭の
中に医療の辞書の背表紙ができれば良い。」と
いう言葉を頂戴したことを今でも鮮明に覚え
ております。学生時代に光機能性材料の開発
で学位を取得した身としては、BMCの講義・
実習の内容は今後の新しい医療機器の開発の
ためにも大変有意義でした。また、未来医学
研究においては、「先進医療と未来医学2030
年」といった大テーマのもと、チームの目標
を生活の質（Quality of life）を向上させる未来
医療とし取り組みました。個人テーマでは、
未来の医療ニーズを調査し、光機能性材料の
開発スキルとBMCで学んだ医療を融合させた
『「管」を「光導波路」にする末梢型肺がんの
革新的光治療』を提案し、第32回未来医学研
究会大会において最優秀発表をさせていただ
きました。わずか10ヶ月間のカリキュラムで
したが、未来の医療の姿の分析結果に対し、
理論的に医療と技術を融合させ、想像なりに
も新しい医療機器を想像できたことは、今で
も私の財産になっております。
卒業後は新しい医療機器開発のための探索を
業務としてスタートさせることができました。
現在ではコンビネーションデバイスといわれ
ておりますが、ドラッグとデバイスを融合さ
未来医学研究会のいま特集Ⅲ
116　Fu t u re  Med ic i ne   No.31 2018
せた新しい臨床上の価値をもたらすことを目
標とし、一般的な注射部位である皮下や筋肉
ではなく、皮膚の表層である皮内（皮内：表皮
層＋真皮層）をターゲットした皮内注射デバイ
スの探索に着手しました。皮内は免疫担当細
胞が多く分布しており、ワクチンの抗体価上
昇等の価値を提供できる可能性がありました
が、皮内への注射手技として一般的なマン
トー法（ツベルクリン注射の方法）は、皮内が
2mm程度の厚みのため、注射が困難であると
いう課題がありました。従って、確実に皮内
注射をコンセプトとし探索を進めました。開
発当初は斜めから穿刺を行えば何処までも皮
内なので確実に注射できるという発想もあり
ました。しかしながら、これは既存注射デバ
イスよりもユーザビリティーを低減させるリ
スクがあるため、垂直穿刺に絞って進めまし
た。ISO14971の要求事項にもありますが、医
療機器開発において、臨床を鑑みながらリス
クとベネフィットのバランスを考慮し開発を
進めることは重要なプロセスです。その後、
2009年のブタインフルエンザパンデミックの
追い風もあり、社内でこのプロジェクトの重
要性が認められ、探索から商品化のステージ
に一気に進めることができました。研究所か
ら工場に異動し、技術者と連携しながら、製
品設計・製薬メーカーの臨床試験・製造販売
承認の取得・全自動式の量産設備の立ち上げ
までを行いました。
この10年間の業務を通し、新しい医療機器の
開発のためには、BMCで習得した医療の知識
はもちろんのこと、設計～省令法規等に至る
まで膨大な知識が必要だということを思い知
らされました。今後、国際的にIT化が進行す
る中、市場の劇的な変化に対して対応するた
め、スピード感のある世界規模の開発が益々
要求されております。そのためには医療機器
の開発の流れを熟知し、膨大な技術をパズル
のように組み合わせることができる人材、即
ち、探索から商品化までを経験し、各ステー
ジで経験に基づく重要な決断を行うことので
きるプロジェクトリーダーが必要と言わざる
を得ません。
現在は研究所に戻り、皮内注射デバイスの更
なる展開と伴に、この開発を通して得た経験
をチームのメンバーにも伝承しながら、更な
る新しい医療機器の開発を目指しております。
BMCの先輩方には内視鏡やパルスオキシメー
ターの開発者もいると伺っています。私もそ
の偉大なる先輩方に近づけるような開発者に
成長したいと只今奮闘中です！
チャージング・ブル（ウォール街）での筆者
（触ったので金運・仕事運アップ？）
